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<はじめに>

土器の内面または外面口縁部に付着している炭化物は、主として食物の残澄や煮炊きの

際に吹きこぼれたオコゲと考えられる。一方、土器外面の服部下半から底部にかけて付着

している炭化物は、主に煮炊きの際に燃料としてもちいられた樹木の煤と考えられる。つ

まり、土器付着炭化物は、土器の使用との関連性が明確な炭素資料である。

そこで本研究においては、弥生時代中期から古墳時代前期を中心に、愛知・石川県から

出土した土器の付着炭化物について、加速器質量分析法 (AMS : Accelerator Mass 

Spectrometry) による 14C 年代測定を行った。考古年代と AMS14C 年代から、この地域にお

ける弥生・古墳時代の年代観を検討することが本研究の目的であるが、本稿では今年度ま

でに得られている 14C 年代測定の結果を報告したいと思う。

<資料>

測定を行った資料は、表 1 に示したとおり、愛知県の 4 遺跡(月縄手、朝日、門間沼、

八王子)から出土した土器の付着炭化物 13 点と、石川県の 8 遺跡(藤江 B、八日市地方、

下安原、東的場タケノハナ、猫橋、大友西、大長野、千代・能美)から出土した土器の付

着炭化物 43 点の合計 56 点である。

このうち、大友西遺跡の月影-1 式の資料 (No.37) は、井戸枠の中から出土した土器で

あり、その井戸枠の縦板に用いられていた樹木の年輪年代が AD169 年と得られている(光

谷， 2000) 。また、宇田一I 式(資料 No.56) の時期は、奈良県佐紀遺跡の暗灰色粘質土層出

土の木製品について得られている AD412 年という年輪年代(光谷， 2000) から判断すると、

5 世紀初頭に始まった可能性が高いと考えられる(赤塚， 2003) 。
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表 1 .測定資料

資料No. 遺跡名 県名 付婚都位 考古学的年代 時期

月純手遺跡 愛知 内面底官事 遠賀川 弥生時代前期

2 軍事江B遺跡 右111 内面口縁部 中期 E

3 八日市地方遺跡 右JII 内面崩御 中期 E

4 灘江B遺跡 石JII 外箇頭部 中期 E

下安原遺跡 右川 外面口縁部 中耳ur

6 制回遺跡 愛知 外面胴書事 朝日式

八日市地方遺跡 右川 外iiiロ緑町騎郎 中期 E

8 朝日遺跡 愛知 外薗廟部 員田町式首

八日市地方遺跡 右川 外iiiロ縁~闘部 中期E

10 八日布地方遺跡 石川 外面額官官 申請~m

11 八日市地方遺跡 石川 外面白縁~鋼部 中期E

12 八日布地方遺跡 右JII 外面ロ縁~頭飾 中期E 弥生時代中期

13 朝日遺跡 愛知 外面胸部 iIi蔵省

14 東約場タケノハナ遺跡 右11/ 外面肩書事 中期W

15 八日市地方遺跡 右川 外面調部 中期1V

16 東約場タケノハナ海路 石川 外面白録郁 中調書1V

17 八日市地方遺跡 右川 肉菌胴書官 中期N

18 東的場タケノハナ遺跡 石川 内面胴下半-Jl官事 中期

19 東的犠タケノI、ナ遺跡 右)11 外蘭頚~鼠都 中期1V

20 八日市地方遺跡 右川 外商胸部 中期1V

21 1蹴遺跡 石川 外菌口緑町覇上半続

22 朝日遺跡 愛知 外面腕童書 ..iI式

23 .的繍タケノハナ遺総 石JII 外碩蘭書事 中期1V

24 猫機遣自串 石川 内面口総書官 弥生時代後期V前半

25 猫栂遺跡 右111 外面胴中段都 弥生時代後期V前半

26 猫編遺跡 石HI 外面口縁句周下半官官 弥生侍代後期V前半

27 勝江8遺跡 石JII 外面腕告書 弥生時代後期V前半

28 厳江B遺跡 石川 外扇風都 弥生時代後期V前半 弥生時代後期

29 B事江B遺跡 石JII 外面胴膏B 弥生時代後期V前半

30 康的場タケノハナ遺跡 石川l 外適胴古書 弥生時代後期V前半

31 東約湯タケノハナ遺跡 石111 外面口縁部 弥生時代後期V後半

32 .的場タケノハナ遺齢 石JII 外商慣中央郵 弥生跨代後期V後半

33 .的織タケノハナ遺跡 石川 外面胴中段都 弥生時代後期V後半

34 羽田遺跡 愛知 肉萄胴郵 週間 I 式前半

35 朝日遺跡 !t知 外面積書官 週間 I 式前半

36 門間沼遺.M 愛知 外商杯侮 廼MI 中頃

37 大友商遺跡 石JII 外面胴下半部 月影 I 式仏0169)

38 大長野遺歯車 右liI 外面口縁者官 月影式

39 来的場タケノ，、ナ遺跡 石川 外面胸部 庄内前半 弥生時代後期後半

40 手代・能音量遺跡 右JII 外面ロ..・頚都 定内後半

41 千代・能美遺跡 右111 外薗臼縁部 庄内後半

42 千代・能美遺跡 石JII 外萄腕中央部 庄内後半

43 手代・能量産遺跡 石川l 外商胴下半郵 庄内後半

44 予代・能美遺跡 石JII 外碩胴上半郵 庄内後半

45 八王子遺跡 愛知 外面崩事事 疎開 &-1

46 千代・能美滋跡 石川 外面白縁部 住肉後半~布留1 弥生時代後期後半

47 手代・能美遺跡 石川 外面胴下半部 庄肉~布留
48 千代・骨量美遺跡 石川 肉面底郵 庄内後半~布留1 古墳時代前期

49 手代・能美遺跡 石liI 肉筒底官事 皮肉後半~布留1

50 千代・能美遺跡 石111 内面底告書 庄内後半~布留1

51 門間沼遺跡 愛知 外車口録音書 .聞m後半

52 手代・能美遺跡 右111 外萄飼上半官事 布留1(新)

53 八王子遺跡 ~知 外面胸部 松苅戸 I 官官半 古墳時代前期

54 月級王手遺跡 愛知 外商劇部 松河戸 I 前半

55 千代・能美遺跡 石川 外面胴上半宮市 布留2

56 八王子遺跡 愛知 外商胴古都 宇田ー I 式 古墳時代中期

<実験>

図 1 に試料調製の手順を示した。土器に付着した炭化物をステンレス製のスパーテルを

用いて削り取り、アルミホイル上に集めたo 採取した資料の重量を測った後、埋蔵中の汚

染を除去するために酸とアノレカリを用いた化学処理を行った。まず、ホットプレート上(約

60---700C) において1. 2M HCl で、炭酸塩の除去を行った。次にフミン駿等のアルカリ可溶成

分を除去するために、 O. 1---1. 2M の NaOH を用いて同様の処理を行った。その後、再び1. 2M 

HCl で、の処理を行った。
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蒸留水で洗浄した試料を、真空デシケーター中で乾燥させ、その重量を測定した。 9mm

o の Vycor 管に、約 2~8mg の試料と 600--700mg の CuO とを入れて管内を真空にした後、

ガスバーナーで封じきり、 850
0

Cで加熱して CO2 を発生させた。発生させた気体中には CO2
以外に、 H20， S02 などの気体が含まれているので、 Vycor 管を真空ラインに接続し、液体窒

素、エタノール、 n-ベンタンの冷媒を用いて CO2 の精製を行った。精製した CO2 を H2 (C02 

の 2 倍当量)と触媒である鉄粉(約 1. 5mg--2. Omg) と共に別の 9mm (jJの Vycor 管に封入し

た。鉄粉の入っている管の下端部を 6500Cで 6 時間以上加熱することでグラファイトを合

成し、得られたグラファイトをアルミニウム製のホルダー内に充填し測定用試料とした。

試料調製の収率を表 2 に示した。

名古屋大学年代測定総合研究センターのタンデトロン加速器質量分析計 2 号機 (High

Vol tage Engineering Europe 社製，オランダ)によって、試料の 14C/12C、町/12C 比を測定し、

14C 年代を算出した。本研究では、 INTCAL98 (図 2) を用いて 14C 年代を較正暦年代に換算

した (Stuiver et a1. , 1998) 。
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表 2. 試料調製の収率

資料No. 化学処理 精製

処理前重量[mg] 処理後重量[m副 化学処理取事[先] 精製前重量[mgl 精製畿の炭素重量[mgl 炭素含有率[首] 資料中の民索含有寧[%]

80.4 54.1 67.3 7.5 4.2 55.6 37.4 

2 85.1 19.4 22.8 7.0 3.3 47.6 10.8 

3 92.0 22.9 24.9 7.6 3.8 回.0 12.4 

4 102.4 46.1 45.0 7.2 4.0 55.2 24.9 

5 53.9 5.3 9.9 5.3 2.9 53.6 5.3 

6 51.4 36.0 70.0 7.7 4.5 58.7 41.1 

7 94‘6 9.1 9.6 6.6 3.0 45.5 4.4 

8 76.3 47.7 62.5 ー 4.4 ー

9 89.5 9.3 10.4 7.3 3.4 46.6 4.8 

10 97.9 56.1 57.3 7.3 3.9 53.4 30.6 

11 68.9 22.5 32.7 6.9 3.7 53.6 17.5 

12 94.5 35.3 37.4 7.3 3.9 53.4 20.0 

13 82.9 14.5 17.5 7.6 4.8 62.8 11.0 

14 73.3 26.5 36.1 5.1 2.6 50.4 18.2 

15 85.5 47.2 55.2 7.4 4.1 55.4 30.6 

16 部.2 9.0 11.2 5.5 2.6 47.8 5.4 

17 74.5 39.4 52.9 7.1 3.8 53.5 28.3 

18 78.3 32.1 41.0 5.4 2.0 37.2 15.2 

19 81.4 15.0 18.5 6.3 0.8 13.4 2.5 

20 1∞2 29.6 29.6 7.5 4.0 53.3 15.8 

21 97.9 8.0 8.2 5.0 1.1 21.0 1.7 

22 81.8 29.7 36.3 7.4 4.7 62.7 22.8 

23 65.9 24.8 37.6 5.9 3.1 52.2 19.6 

24 13.0 6.3 48.5 4.7 2.6 55.6 27.0 

25 68.4 司

ー 一 3.1 ー 『

26 80.5 9.6 12.0 7.2 3.4 48.0 5.7 

27 71.7 15.2 21.2 7.0 3.3 47.2 10.0 

28 102.2 63.3 61.9 6.8 4.0 58.4 36.1 

29 99.6 13.1 13.1 6.8 3.1 45.2 5.9 

30 70.8 25.0 35.4 5.5 2.6 47.9 16.9 

31 97.7 5.5 5.6 5.5 1.3 23.5 1.3 

32 68.0 32.1 47.2 6.3 3.5 55.1 26.0 

33 75.5 13.6 18.0 5.3 2.6 48.0 8.6 

34 31.1 ー ー 1.0 一 ー

35 49.8 32.1 64.4 7.5 4.6 62.0 39.9 

36 70.5 20.1 28.5 7.8 3.5 45.1 12.9 

37 70.5 47.4 67.2 5.8 3.6 61.3 41.2 

38 77.1 2.7 3.5 2.7 1.5 57.5 2.0 

39 70.1 51.4 73.4 6.8 3.8 56.2 41.2 

40 60.1 2.4 4.0 2.4 1.3 55.4 2.2 

41 73.5 5.2 7.1 5.2 2.3 43.1 3.1 

42 83.4 32.1 38.5 5.7 2.6 45.8 17.6 

43 63.2 34.2 54.0 6.4 3.1 49.2 26.6 

44 97.6 26.5 27.1 7.3 4.5 61.5 16.7 

45 82.2 ー ー ー 2.2 『

ー

46 83.4 18.0 21.6 6.5 3.0 46.9 10.1 

47 30.8 8.8 28‘7 5.1 2.3 44.8 12.9 

48 33.1 21.5 制.8 6.8 3.6 52.6 34.1 

49 48.0 32.8 68.5 6.1 4.1 66.6 45.6 

50 86.5 48.8 56.5 6.9 3.8 日.1 30.5 

51 71.9 11.2 15.6 8.0 2.5 31.8 5.0 

52 制.6 ー ー ー 1.8 ー ー

53 98.0 76.2 77.8 7.8 4.6 58.8 45.7 

54 55.2 24.1 43.6 7.6 4.8 62.2 27.1 

55 107.9 27.3 25.3 5.9 2.9 48.8 1之3

56 101.7 ー ー 1.6 
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図 2. 較正曲線(INTCAL98)
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<結果および考察>

14C 年代測定の結果を、表 3 および図 3 に示した(14c 年代の誤差は 10 である)。全体と

しては、土器の相対年代が新しくなるにつれて、較正暦年代も新しくなる傾向がみられる。

但し、資料 No.34， 45 の二点は、他の同時期の資料に比べて古い較正暦年代を示している。

これらは、土器の胎土を多く含む資料であり、その炭素含有率は約 4--5%で、あった。それ

ゆえ、この古い年代値の一因は、土器の胎土中に含まれている古い年代をもった炭素の影

響にあると考えられる。

弥生時代前期の遠賀川式(資料 No. 1) の土器について得られた較正暦年代は、較正曲線

が横ばいになる時期にあたるため、前 8 世紀中頃から前 5 世紀末頃にわたる大きな誤差が

示されている。

弥生時代中期に相当する資料(資料No.2-23) については、前4世紀から前3世紀に測定値

が集中している。特に、 E期の資料では、前4 世紀前半に較正暦年代の確率の高いものが

見られ、愛知・石川県における弥生時代中期の始まりがこの時期に求められる可能性が高

いといえる。一方、中期の終わりについては、資料No.23 (中期N) が前 1 世紀後半から後

1 世紀半ばという結果を示しているが、現在は一例のみであるため、測定例を蓄積した上

での議論が今後必要となるであろう。

弥生時代後期および後期後半の資料 (No.24-44) について、その較正暦年代は前l世紀中

頃から3世紀前半におよぶ結果が得られている。特に、月影 I 式(資料No.37) の較正暦年

代は、 10 で 83~132[calAD] 、 2σ で 72~220 [calAD] と得られ、 AD169年という年輪年代と

は20 の範囲で一致する結果で、あった。しかしながら、 2世紀頃の欧米産樹木と日本産樹木

の14C年代には系統誤差がある可能性も示唆されており (Sakamoto et al. , 2003) 、厳密な

議論をするためには、日本の較正曲線を作成した上での暦年較正が必要であると考えてい

る。

弥生時代後期後半と古墳時代前期との境界期の資料(資料No.45-50) では、較正暦年代

の多くが、 3世紀半ばから 4世紀初頭頃の値を示している。また、古墳時代前期の資料(資

料No.51-55) では、 2世紀中頃から4世紀前半にわたる較正暦年代が得られている。

古墳時代中期宇田-1 式の資料(資料No.56) については、 408~429[calADJ (1σ) とい

う較正暦年代が得られており、年輪年代から判断される5世紀初頭頃という年代とも矛盾し

ない結果であった。
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14C 年代測定の結果表 3.
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[儲J 80.AD) 

80759(756，701)682.郎氏鴻37.589(涜80.5日(539.527.524)516.4610452 ，.ω80ω0.41民)414
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BO斜80319，2270222，205(2∞)171
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B019穴)1 89，179(170)155，1320117
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Abstract 

Archeological age of po抗ery is a relative age based on the ザpological and stratigraphic 

analyses. Accelerator mass spectrometry (AMS) is a useful method for radiocarbon dating of 

charred圃carbonaceous material on the potsherd. The carbonaceous material attached on inside or 

outside surface of the sherd is residues of food or soot from fuels used at the time of cooking. 

Therefore, the calibrated 14C age should be the age of po恥:ry usage. The 問中ose ofthis sωdy is to 

provide AMS 14C ages for the po抗ery samples of the Yayoi and Kofun periods in Aichi and 

Ishikawa Prefectures. The samples had been excavated from Tukinawate, Asahi, Kadomanuma and 

Hachioji sites in Aichi Prefecture as well as F可ie-B， Yokaichiてjikata， Shimoyasuhara, 

Higashi-matoba-takenohana, Nekohashi, Ohtomo・nishi， Ohnagano and Sendai-nomi sites in 

Ishikawa Prefecture, central Japan. 

14C/12C and 13C/12C ratios of 56 po抗ery samples were measured with AMS. The AMS 14C 

ages were calibrated to ca1endar dates by using the INTCAL98 data. 

The calibrated ages of po抗ery samples were compared Wﾌth their archeological ages. The 

starting age of也e lniddle Yayoi period in Aichi and Ishikawa Prefectures was assigned to around 

BC 4
th centぽy. The starting age of the ear1y Kofun period in Aichi and Ishikawa Prefectures was 

assigned to around AD 3
rd 

century. Samples (Nos.37 and 56) have known ages determined wi也

氏ndrochronologica1 method. The ca1ibrated 14C ages of No.37 and No.56 samples coincided with 

the dendrochronolog�al ages. 
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